
(57)【要約】

【課題】

　安全な剥離を行うことが出来ず、吸引時に目詰まりし

、また内視鏡下手術で使用する際にハレーションを起こ

すため剥離・吸引・洗浄が行うことが容易でなかった。

【解決手段】

　可撓性を有する材料により構成され、表面に１個以上

の吸引孔および末端に鉗子挿入口を備え、各々の吸引孔

は鉗子挿入口に連通している内視鏡下手術用吸引剥離キ

ャップにおいて、各々の吸引孔の断面積が０．５ｍｍ2

以上であり、材料が吸光性を有する色であること、また

、内視鏡下手術用吸引剥離キャップの表面の一部に高周

波焼灼用の金属片を設けたことを特徴とする内視鏡下手

術用吸引剥離キャップ。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 可 撓 性 を 有 す る 材 料 に よ り 構 成 さ れ 、 表 面 に １ 個 以 上 の 吸 引 孔 お よ び 末 端 に 鉗 子 挿 入 口
を 備 え 、 各 々 の 吸 引 孔 は 鉗 子 挿 入 口 に 連 通 し て い る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ に お
い て 、 各 々 の 吸 引 孔 の 断 面 積 が ０ ． ５ ｍ ｍ 2 以 上 で あ り 、 材 料 が 吸 光 性 を 有 す る 色 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ の 表 面 の 一 部 に 高 周 波 焼 灼 用 の 金 属 片 を 設 け た 請 求 項
１ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ は Ｘ 線 不 透 過 性 を 有 す る 請 求 項 １ ～ ３ 記 載 の い ず れ か
の 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ 記 載 の い ず れ か の 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ の 鉗 子 挿 入 口 に 吸 引 鉗
子 ま た は 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 を 装 着 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 下 手 術 用 鉗 子 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 主 と し て 腹 腔 鏡 下 手 術 、 胸 腔 鏡 下 手 術 な ど の 内 視 鏡 下 手 術 に お い て 、 浸 出 液 、
血 液 、 粘 液 、 生 理 的 食 塩 水 （ 以 下 浸 出 液 等 と 略 す ） の 吸 引 や 組 織 、 粘 膜 、 血 管 な ど の 剥 離
に 使 用 さ れ る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ 及 び 鉗 子 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 腹 腔 鏡 下 手 術 や 胸 腔 鏡 下 手 術 な ど の 内 視 鏡 下 手 術 が 急 速 な 広 ま り を み せ 、 そ の 適
応 も 拡 大 し つ つ あ る 。 こ れ は 当 初 腹 腔 鏡 下 胆 嚢 摘 出 術 や 胸 腔 鏡 下 気 胸 手 術 の よ う な 比 較 的
易 し い も の か ら ス タ ー ト し た が 、 術 者 の 技 術 向 上 、 器 具 の 改 良 な ど に よ り や が て 胃 ・ 大 腸
の 部 分 切 除 、 総 胆 管 結 石 の 除 去 、 肺 癌 ・ 肺 気 腫 に 対 す る 胸 腔 鏡 下 手 術 な ど の 従 来 開 腹 ・ 開
胸 手 術 で し か 成 し え な か っ た よ う な 手 術 を 腹 腔 鏡 下 ・ 胸 腔 鏡 下 で 行 う よ う に な り つ つ あ る
か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ は 内 視 鏡 下 手 術 が 切 開 を 行 わ な い た め 、 患 者 の 術 後 退 院 ま で の 期 間 が 短 く 、 ま た 美
容 上 も 優 れ て い る こ と が 患 者 の ニ ー ズ に 合 っ て い た た め と 考 え ら れ る 。 一 方 で 術 者 に と っ
て は 直 視 下 に 自 分 の 指 で 手 術 を 行 う こ と が 出 来 な い た め 、 こ れ を 改 善 す る た め に 様 々 な 器
具 が こ れ ま で に 開 発 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 剥 離 操 作 を 行 う た め に 開 発 さ れ て き た 器 具 と し て は 、 例 え ば 実 開 平 １ － １ ３ ８ ４ ４ ９ 号
公 報 に 示 す よ う な 先 端 部 に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 成 形 し た チ ッ プ を 装 着 し た も の や 、 実 開 平 ５ －
８ ８ ５ ５ ２ 号 公 報 に 示 す よ う な 多 孔 質 部 材 で 構 成 さ れ た も の な ど が あ る 。 こ れ に よ れ ば 先
端 部 に 何 ら か の 摩 擦 部 分 を 持 た せ る こ と に よ り 、 組 織 、 粘 膜 、 血 管 の 剥 離 が 可 能 で ま た 吸
引 機 能 を 有 す る こ と に よ り 、 浸 出 液 等 の 吸 引 も 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が こ う し た 剥 離 ・ 吸 引 鉗 子 は 、 そ の 吸 引 部 の 孔 径 が 小 さ い た め に 、 目 詰 ま り す る
お そ れ が あ っ た 。 ま た 内 視 鏡 下 で 使 用 す る と 、 内 視 鏡 か ら 照 射 さ れ る 光 線 が 反 射 し て 、 見
づ ら く な る （ 以 下 ハ レ ー シ ョ ン と 称 す る ） こ と が あ っ た 。 ま た 万 が 一 チ ッ プ が 腹 腔 内 ・ 胸
腔 内 に 落 下 し た 際 に 、 そ の 探 索 方 法 が 無 い た め に 結 局 開 腹 し な く て は な ら ず 、 患 者 の 侵 襲
が 大 き く な る だ け で は な く 、 時 間 や 術 者 の 労 力 を 浪 費 す る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 一 方 で 剥 離 性 能 を よ り 向 上 さ せ る た め 粗 面 構 造 を も つ 金 属 球 に よ る 剥 離 鉗 子 な ど も
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開 発 さ れ た （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。 こ れ は 金 属 表 面 を 荒 ら し 加 工 し て い る た め 、 剥 離 性 能
は 良 好 と 考 え ら れ る が 、 一 方 で 金 属 製 で あ る た め 、 万 が 一 の 場 合 に 血 管 な ど を 大 き く 傷 つ
け や す く 、 大 出 血 を 起 こ し 、 手 術 が 中 断 さ せ ら れ る 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ６ ７ ８ ８ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 従 来 の 内 視 鏡 下 手 術 に お い て 使 用 さ れ る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 ・ 剥 離 キ ャ ッ プ 及
び 鉗 子 の 性 能 向 上 を 目 指 し 、 種 々 の 検 討 の 結 果 な さ れ た も の で 、 組 織 、 粘 膜 、 血 管 な ど の
良 好 か つ 安 全 な 剥 離 や 、 浸 出 液 等 の 目 詰 ま り の な い 吸 引 が 可 能 で あ る ば か り で な く 、 内 視
鏡 下 手 術 で 使 用 し て も ハ レ ー シ ョ ン を 起 こ す こ と は な く 、 術 者 の 操 作 上 、 視 覚 上 の 負 担 を
軽 減 さ せ る こ と が 出 来 、 ま た 万 が 一 腹 腔 内 ・ 胸 腔 内 に 落 下 し て も Ｘ 線 に よ り 容 易 に 探 索 可
能 で 、 ひ い て は よ り 安 全 か つ 確 実 な 内 視 鏡 下 手 術 を 行 う こ と を 可 能 に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 本 発 明 は 、 可 撓 性 を 有 す る 材 料 に よ り 構 成 さ れ 、 表 面 に １ 個 以 上 の 吸 引 孔 お よ び 末
端 に 鉗 子 挿 入 口 を 備 え 、 各 々 の 吸 引 孔 は 鉗 子 挿 入 口 に 連 通 し て い る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥
離 キ ャ ッ プ に お い て 、 各 々 の 吸 引 孔 の 断 面 積 が ０ ． ５ ｍ ｍ 2 以 上 で あ り 、 材 料 が 吸 光 性 を
有 す る 色 で あ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ で あ り 、 さ ら に 表 面 の
一 部 に 高 周 波 焼 灼 用 の 金 属 片 を 設 け た り 、 又 は Ｘ 線 不 透 過 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 内
視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 内 視 鏡 下 手 術 に お い て 使 用 さ れ る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 ・ 剥 離 キ
ャ ッ プ 及 び 鉗 子 の 性 能 向 上 を 目 指 し 、 種 々 の 検 討 の 結 果 な さ れ た も の で 、 組 織 、 粘 膜 、 血
管 な ど の 良 好 か つ 安 全 な 剥 離 や 、 浸 出 液 等 の 目 詰 ま り の な い 吸 引 が 可 能 で あ る ば か り で な
く 、 内 視 鏡 下 手 術 で 使 用 し て も ハ レ ー シ ョ ン を 起 こ す こ と は な く 、 術 者 の 操 作 上 、 視 覚 上
の 負 担 を 軽 減 さ せ る こ と が 出 来 、 ま た 万 が 一 腹 腔 内 ・ 胸 腔 内 に 落 下 し て も Ｘ 線 に よ り 容 易
に 探 索 可 能 で 、 ひ い て は よ り 安 全 か つ 確 実 な 内 視 鏡 下 手 術 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 図 面 を 用 い て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） は 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用
吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ の 一 実 施 例 を 示 す 概 略 図 で 図 １ （ ｂ ） は そ の 断 面 図 、 図 １ （ ｃ ） は 金 属
片 を 組 み 合 わ せ た 断 面 図 を 示 す 。 図 ２ （ ａ ） は 直 線 状 の 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 と 組 み 合 わ せ た 例
を 示 す 概 略 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 屈 曲 し た 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 と 組 み 合 わ せ た 例 を 示 す 概 略 図 を 示
す 。 図 ３ （ ａ ） は 手 術 を 行 い 、 血 管 を 剥 離 す る 状 態 を 表 す 概 略 図 で 、 図 ３ （ ｂ ） 、 （ ｃ ）
は 吸 引 孔 の 位 置 と 浸 出 液 等 の 位 置 関 係 を 表 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ （ １ ） は １ 個 以 上 の 吸 引 孔 （ ２ ） お よ び
鉗 子 挿 入 口 （ ３ ） よ り な る 。 （ 図 １ （ ａ ） ） 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ （ １ ） 先 端
部 の 形 状 は 球 形 、 卵 形 、 四 面 体 、 六 面 体 、 八 面 体 、 十 二 面 体 、 円 錐 体 な ど を 取 り う る が 、
使 い 勝 手 、 成 形 上 の 問 題 に よ り 球 形 が よ り 望 ま し い 。 外 径 は 術 者 の 好 み に よ り 異 な る が 、
ト ロ ッ カ ー を 通 し て 使 用 す る 場 合 は φ ３ ～ φ ３ ０ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 １ 個 以 上 の
吸 引 孔 （ ２ ） は そ れ ぞ れ 鉗 子 挿 入 口 （ ３ ） と 連 通 し 、 浸 出 液 等 が 接 続 さ れ た 吸 引 ・ 洗 浄 鉗
子 な ど に よ り 吸 引 さ れ る よ う に な っ て い る 。 （ 図 １ （ ｂ ） ） 吸 引 孔 （ ２ ） の 断 面 は 円 形 、
楕 円 形 、 三 角 形 、 四 角 形 、 六 角 形 な ど の 形 状 を 取 り う る が 、 使 い 勝 手 、 加 工 性 の 面 か ら 円
形 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 吸 引 孔 （ ２ ） の 断 面 積 は ０ ． ５ ｍ ｍ 2 以 上 あ る こ と が 望 ま し く 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 2 未 満 で
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は 血 塊 、 組 織 片 な ど に よ り 目 詰 ま り す る 恐 れ が あ る 。 吸 引 孔 （ ２ ） が １ 個 以 上 設 け ら れ て
い る こ と に よ り 、 万 が 一 １ つ の 吸 引 孔 （ ２ ） が 塞 が っ て も 、 別 の 吸 引 孔 （ ２ ） が あ る た め
に 連 続 し て 吸 引 す る こ と が 可 能 で あ る 。 吸 引 孔 （ ２ ） の 断 面 積 の 上 限 は 、 内 視 鏡 下 手 術 用
吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ （ １ ） の 先 端 部 の 外 径 に よ り 異 な る が 、 一 般 的 に 外 径 の ５ 割 の 径 ま で の
大 き さ と な り 、 そ れ を 越 え る と 耐 久 性 が 著 し く 減 少 す る 。 一 ヶ 所 の み の 吸 引 孔 （ ２ ） で は
、 連 続 し て 吸 引 が か か る こ と に よ り 塞 が っ た 部 分 の 血 塊 、 組 織 片 が 取 れ な く な っ て し ま う
こ と が あ る が 、 か よ う な 事 態 を 招 く こ と も 避 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 吸 引 孔 （ ２ ） の 位 置 や 数 は 任 意 で あ り 、 用 途 に よ り 選 択 さ れ る 。 例 え ば 球 体 の 半 球 分 に
吸 引 孔 （ ２ ） を 設 け 、 残 り の 半 球 分 に は 吸 引 孔 （ ２ ） を 設 け ず 剥 離 操 作 用 の 表 面 と す る 。
吸 引 孔 （ ２ ） は 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 に 装 着 し て 使 用 す る 際 に 最 下 部 に 位 置 す る の が 望 ま し い 。
直 線 状 の 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 で は 鉗 子 挿 入 口 （ ３ ） の 反 対 側 と な り 、 屈 曲 し た 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子
で は 、 曲 が り 具 合 に 応 じ て 位 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 使 用 時 に 吸 引 孔 （ ２ ） が 浸 出 液 等 の た
ま り の 底 部 ま で 到 達 し や す く な る 。 引 い て は よ り 有 効 な 吸 引 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 （
図 ４ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） ）
【 ０ ０ １ ５ 】
　 鉗 子 挿 入 口 （ ３ ） の 形 状 は 装 着 さ れ る 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 の 断 面 形 状 に よ っ て 決 め ら れ る が
、 円 形 で あ る こ と が 一 般 的 な 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 に 装 着 可 能 で よ り 望 ま し い 。 内 径 は 任 意 で あ
る が 、 一 般 的 に は φ ２ ～ φ ２ ７ ｍ ｍ で あ る 。 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 へ の 装 着 を よ り 強 固 な も の と
す る た め 、 袖 部 （ ４ ） が 設 け ら れ る 。 袖 部 （ ４ ） の 長 さ は 任 意 で あ る が 、 ５ ～ ４ ０ ｍ ｍ が
望 ま し く 、 ５ ｍ ｍ 未 満 で は 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 よ り 脱 落 す る 恐 れ が あ り 、 ４ ０ ｍ ｍ を 越 え る と
吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 へ の 装 着 が 困 難 に な る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 内 視 鏡 下 手 術 用 剥 離 吸 引 キ ャ ッ プ （ １ ） は 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ポ リ エ
チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 シ リ コ ー ン ゴ ム や エ ラ ス ト マ ー な ど の 可 撓 性 を 有 す る
樹 脂 に よ り 構 成 さ れ る 。 単 一 の 樹 脂 よ り な る も の も あ れ ば 、 複 数 の 樹 脂 よ り 構 成 さ れ る こ
と も あ る 。 生 体 安 全 性 、 剥 離 性 能 、 加 工 性 な ど の 面 か ら シ リ コ ー ン ゴ ム が 好 ま し い 。 万 が
一 脱 落 、 破 損 し て 腹 腔 内 、 胸 腔 内 に 残 留 し た 場 合 に Ｘ 線 で 探 索 可 能 と す る た め 、 酸 化 ビ ス
マ ス 、 塩 基 性 ビ ス マ ス 、 硫 化 バ リ ウ ム な ど が 混 合 さ れ た Ｘ 線 不 透 過 性 の 材 料 で あ る こ と が
よ り 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 透 明 や 白 な ど 光 を 反 射 す る 色 で は 、 ハ レ ー シ ョ ン を 起 こ し 、 手 術 の 妨 げ と な る の で 、 灰
色 、 黒 色 、 茶 色 、 青 色 、 深 緑 色 な ど の 光 を 吸 収 す る 色 が 望 ま し い 。 コ ス ト の 面 か ら は 灰 色
、 黒 色 が よ り 望 ま し い 。 組 織 、 粘 膜 、 血 管 の 十 分 な 剥 離 操 作 を 行 い 、 か つ 傷 つ け た り 、 出
血 さ せ な い た め あ る 程 度 の 硬 度 が 必 要 で あ り 、 シ ョ ア Ａ で ４ ０ ～ ８ ０ 度 、 よ り 望 ま し く は
６ ０ ～ ７ ０ 度 が 良 い 。 こ れ に よ り 適 度 な 柔 軟 性 と 剥 離 性 能 を 有 す る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 剥 離 吸 引 キ ャ ッ プ （ １ ） は 医 師 が 自 分 の 好 み の 吸 引 鉗 子 や
吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 に 装 着 し て 使 用 さ れ る が 、 あ ら か じ め 吸 引 鉗 子 や 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 に 装 着 し
て 提 供 さ れ る こ と も あ る 。 （ 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） ）
こ れ に よ り そ れ ぞ れ 剥 離 ・ 吸 引 鉗 子 や 剥 離 ・ 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 と し て 使 用 可 能 で 、 医 師 は よ
り 素 早 く 処 置 を 行 う こ と が 可 能 と な り 、 有 用 性 が 増 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 高 周 波 焼 灼 機 能 を も っ た 吸 引 鉗 子 や 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る こ と
も あ る 。 こ の 時 、 内 視 鏡 下 手 術 用 剥 離 吸 引 キ ャ ッ プ （ １ ） の 表 面 の 一 部 に 高 周 波 切 離 ・ 焼
灼 用 の 金 属 片 （ １ ０ ） を 設 け 、 そ れ を 高 周 波 切 離 ・ 焼 灼 機 能 付 き の 吸 引 鉗 子 や 、 吸 引 ・ 洗
浄 鉗 子 の 切 離 ・ 焼 灼 部 と 電 気 的 に 接 続 し て 使 用 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 下 手 術 用 剥 離 吸 引
キ ャ ッ プ （ １ ） の 一 部 が 切 離 ・ 焼 灼 機 能 を も つ こ と に な り 、 よ り 有 用 性 が 増 す 。 金 属 片 （
１ ０ ） は 鉗 子 挿 入 口 側 （ ３ ） に 位 置 さ せ る こ と に よ り 、 通 電 時 に 不 本 意 な 切 離 ・ 焼 灼 が 生
じ る こ と を 防 ぐ 。 こ れ は 粘 膜 等 を 切 離 す る 際 は 、 切 離 粘 膜 を 内 視 鏡 下 手 術 用 剥 離 吸 引 キ ャ
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ッ プ （ １ ） の 鉗 子 挿 入 口 （ ３ ） 側 に 位 置 さ せ 、 手 前 に 引 っ か け な が ら 通 電 ・ 切 離 す る 事 に
よ り 、 先 端 側 に 接 触 し た 組 織 の 不 本 意 な 切 離 ・ 焼 灼 が 生 じ る こ と を 防 ぎ 、 安 全 に 粘 膜 の 切
離 を 行 う も の で あ る 。 （ 図 １ （ ｃ ） ）
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に は 操 作 性 向 上 の た め に 先 端 部 を 曲 げ た も の も 使 用 さ れ る こ と が あ る 。 角 度 は 術 者 の
好 み に よ る が 、 ４ ５ ～ ６ ０ 度 が お お む ね 使 用 さ れ る 。 ま た こ の 場 合 は 吸 引 孔 （ ２ ） の 位 置
は 、 術 者 が 使 用 し た 際 に 最 深 と な る 位 置 に 置 か れ る 。 （ 図 ２ （ ｂ ） 、 図 ３ （ ｃ ） ）
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 剥 離 吸 引 キ ャ ッ プ （ １ ） に よ り 実 際 の 手 術 を 行 う 方 法
に つ い て 図 ３ を 用 い て 解 説 し 、 本 発 明 の 効 果 を 明 確 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 内 視 鏡 下 手 術 用 剥 離 吸 引 キ ャ ッ プ （ １ ） を 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 （ ５ ） の 先 端 に 装 着 す
る 。 袖 部 （ ４ ） が 付 い て い る た め に 、 脱 落 し に く く な っ て い る 。 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 （ ５ ） を
吸 引 器 や 洗 浄 用 生 理 的 食 塩 水 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 し 、 吸 引 、 洗 浄 を 行 え る こ と を 確 認 す る
。 次 に 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 を 患 者 の 腹 壁 ・ 胸 壁 上 の 切 開 口 （ ６ ） も し く は ト ロ ッ カ ー を 通 じ て
患 者 の 腹 腔 内 （ ７ ） ・ 胸 腔 内 に 導 入 す る 。 外 径 が φ ３ ～ φ ３ ０ ｍ ｍ の た め 、 ト ロ ッ カ ー を
通 し て も 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 剥 離 操 作 を 行 う に は 、 内 視 鏡 下 手 術 用 剥 離 吸 引 キ ャ ッ プ （ １ ） を 粘 膜 （ ８ ） 近 傍 に 位 置
さ せ 、 剥 離 部 位 を な で る よ う に 操 作 す る こ と に よ り 可 能 で あ る 。 シ リ コ ー ン ゴ ム 製 で あ り
、 硬 度 が ６ ０ ～ ７ ０ 度 で あ る た め 、 組 織 、 血 管 を 傷 つ け る こ と な く 、 愛 護 的 に 操 作 可 能 で
あ る 。 ま た 出 血 す る 恐 れ も 少 な い 。 （ 図 ３ （ ａ ） ）
洗 浄 ・ 吸 引 操 作 を 行 う に は 、 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 に よ り 容 易 に 可 能 で あ る 。 生 理 的 食 塩 水 を 吸
引 ・ 洗 浄 鉗 子 に よ り 腹 腔 内 ・ 胸 腔 内 に 流 し 込 み 、 浸 出 液 等 （ ９ ） を 吸 引 す る 。 吸 引 孔 （ ２
） は １ 個 以 上 あ り 、 ま た お の お の ０ ． ５ ｍ ｍ 2 以 上 あ る た め 容 易 に 吸 引 ・ 洗 浄 が 可 能 で あ
り 、 ま た 目 詰 ま り す る 恐 れ も な い 。 （ 図 ３ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 内 視 鏡 下 手 術 に お け る 操 作 を 行 う 上 で 、 吸 光 性 を 有 す る 色 で あ る た め 、 ハ レ ー シ ョ
ン を 起 こ す こ と も な く 、 術 者 の 視 野 の 妨 げ に な ら な い 。 万 が 一 脱 落 、 破 損 し た 場 合 で も Ｘ
線 不 透 過 性 を 有 す る た め 、 Ｘ 線 に よ る 検 索 も 容 易 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ の 一 実 施 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ を 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子 に 装 着 し た 状 態
を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ を 用 い て 剥 離 ・ 洗 浄 ・ 吸 引 を 行 う
実 施 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ ． 内 視 鏡 下 手 術 用 吸 引 剥 離 キ ャ ッ プ
２ ． 吸 引 孔
３ ． 鉗 子 挿 入 口
４ ． 袖 部
５ ． 吸 引 ・ 洗 浄 鉗 子
６ ． 切 開 口
７ ． 腹 腔 内
８ ． 粘 膜
９ ． 浸 出 液 等
１ ０ ． 金 属 片
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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